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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,73 45,92 +0,19 45,87 +0,05

USD / BRL Spot BRL 2,2160 2,2074 -0,0086 2,2367 -0,0293

USD / JPY Spot JPY 101,33 101,37 +0,04 102,62 -1,25

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 52.366 52.203 -163 52.112 +91

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 154,3 154,0 -0,3 152,3 +1,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,12 12,02 -0,10 12,45 -0,43

DI Future Jul15（金利先物） % 11,38 11,30 -0,08 11,55 -0,25

3 Months US Dollar Libor % 0,228 0,227 -0,001 0,226 +0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 306,9 307,9 +1,0 310,6 -2,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 5月20日

昨日のドルレアルスポット相場はインフレへの懸念が弱まったこと等から若干のレアル高となる展開でした。
朝方は５月中旬までのＩＰＣＡ－１５が市場予想を若干上回ったものの前月比は今年最も低い数字だった
ため前日比レアル高の２．２０台後半で取引されました。その後２．２１を挟んでもみ合いとなりましたが、
ＦＯＭＣ議事録に大きなサプライズなく利上げは当面ないとの安心感に繋がったため２．２０台半ばへレアル
は買われました。引けにかけては小動きとなり、結局そのまま２．２０台後半で引けています。

５月のＩＰＣＡ－１５は前月比０．５８％増、前年比６．３１％増とそれぞれの市場予想０．５６％増、６．２９％増
を若干上回りました。ただ、干ばつによる食料品高騰は落ち着きを見せていることや卸売物価が低下傾向で
あることを勘案すると、全般的なインフレは高止まりであるものの伸び率は抑制されそうです。来週開かれる
ＣＯＰＯＭでは利上げ停止が予想され、市場も大統領選まで政策金利が据え置かれることをほぼ織り込んで
います。中銀の主張する累積利上げの効果が今後現れるのであればインフレターゲット上限である６．５％
を超えることはないと思われますが、景気や選挙への影響を勘案した政策金利据え置きはターゲット上限
近辺でのインフレコントロールを余儀なくされるでしょう。
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